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当 帰 の 多 糖 成 分 の 研 究 （XXN ）

　
一

抗 補 体 多 糖 の 生 体 内 挙 動 一
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　目的　近年、漢方薬 の 煎液中 に含まれる多糖成分 が 抗補 体活性 や リy ・パ 球 幼若化活性 な ど を

有 す る こ とが 明 らか に され て きて tsり、 こ れ らの 免疫調節 活性 多糖 が 漢方薬 の 薬効 発現 に重要な役

割を果た して い る こ とが考えられ る
。 多糖 成分 の 生体内動態に関して は、抗腫瘍活性研 （1→ 3 ）−

gluean な どにつ い て の 検討
1＞が 数少 な い 例 と して 報告 され て い る が 、 漢方煎液の 主要構成成分で

ある pectin や arabinogalactan 　k どの 多糖 の 生体内動態につ い て はまっ たく明 らかと され てい な

い
。 そ こで 、 当帰か ら得 られ る抗補体 pectin（AR − pectin）お よび arabinogalactan （AG 皿b − 1）

の 生 体内動 態 に つ い て 検討 を行 っ た
。

　方法　（1〕AR − pectin お よびAG 皿b− 1の調製 二当帰の抗補体多糖 （AR −
pectin 澄 よび《G皿b−

1）は 既報
2’3 ）

の 方法 に従 い 調製 し た 。   AR − pectin お よび AGHb − 1 の螢光標識化 ： AR −

pectin お よびAGHb − 1に含 まれ る ウ ロ ン 酸の carboxy1 基に 2− aminopYridine を水 溶性

carbodiimide を用 い て 縮合 させ 標識多糖 を作成 した。

　結果　AG 皿 b− 1 論 よび AR − pectin を ICR マ ウス （雌性、7〜11 週齢 ）に i。v ．投．与後 、 経時

的に血 中濃度を測定 した結果 、
い ずれも急速に血 中か ら減少し、 投与 3〜4時間後には、その ほ とん

どが 消失したb また、抗補 体多糖投41S 分前にマ ウス Uaβ一（1→ 3，6）galactanをi ．v ．投与 した結

果 、 AR − pectin お よび AG 皿b− 1 の 血 中消失速度 は低 下したが 、　 AG ［b − 1 の 血中消失速度の 低

下 は amy1 。pectin 〔α
一（1→ 4，6）glucan 〕の 前投与 に よ っ て も観察され たb

一
方 、　AG 皿 b− 1投一与

2日前にマ ウス に carrageenan を i．p投与凍 結果、AG 皿b − 1の 血 中消失速度は有意に低下 し島 さ らに 、

AR − pectin澄よびAG 皿 b− 1 の臓器 内分布につ い で険討 した結果、AGIb − 1は投与塒 間後で は募 もに

肝臓 に分布 して い た 瓜 塒 間後で は、肝臓に はほ とん ど観察されず、投与 量の約5％が 揚管 お よび 腎臓

に 分布 して いh 一方、AR − pectin は投一与 3時間後に 、 於 もに肝臓、腎臓 k・よ び腸管に分布 し、 脾臓に

も少量が 分布して い た が 、 単位臓器重量 で の 分布量 は脾臓が特に高い値を 示 し た 。

　考察　AG 皿b − 1 お よび AR − pec　tinは投一与後速や かに血 中 か ら消失 し 、 細網内皮系 を介 し

て 組織内に 分布する こ とが推定さ れ た。 1）T．　Takeyam 　a 　et 　al ．JPharmacobio ｛加 ．11

（1988）381 ．2）H ．Kiyohara　e　t　al 。
，
　J．Pharmacobio −Dyn ．

，
9（1986 ）339 ．3）H ．Kiyohara　et

al ．，Carbohydr．　Res．、182（1988）259 ．
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